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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は下落しま
した。週初は先々週のオバマケア（医療保険制度
改革法）代替法案の採決撤回を受けたトランプ大
統領の政策実行力に対する懸念等から円高が進行
し、2月9日以来約1ヵ月半ぶりに19,000円を下回
りました。週央は円高の一服や3月期末の権利・
配当狙いとみられる買いが相場を支えましたが、
週末は米商務省が日本や韓国等の鉄鋼製品に反ダ
ンピング（不当廉売）関税を課す方針と伝わった
こと等が嫌気され、再び19,000円を割り込みまし
た。（週末引け値：18,909.26円）

 週間では、日経平均株価は1.83％の下落、東証株
価指数は2.03％の下落でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年3月27日～3月31日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、小幅上昇
（価格は下落）しました。米連邦準備制度理事会
（ＦＲＢ）高官の発言等を受けた米金利の低下や日
経平均株価の下落によるリスク回避の動き等で金利
が低下する場面もありました。しかし、翌週に3月
の日銀短観や3月米雇用統計の発表を控えて様子見
ムードが強まる中、2月全国消費者物価（生鮮食品
除く総合指数、前年同月比）が2ヵ月連続上昇した
こと等が悪材料となりました。（週末引け値：
0.070％）

 週間では、10年国債金利は0.005％の上昇となりま
した。

（審査確認番号H29-TB7）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は小幅上昇しまし
た。週初はトランプ大統領の政策不透明感等から下
落し、約5年8ヵ月ぶりとなる8営業日連続安となり
ました。しかしその後は、トランプ減税が小幅に留
まるとの思惑や米金利の低下による金融株の下落等
が重荷となる場面があったものの、ガソリン在庫の
減少を好感した原油高や約16年ぶりの高水準となっ
た米3月消費者信頼感指数等の好調な景気指標の発表
等が支援材料となりました。（週末引け値：
20,663.22ドル）

 週間ではNYダウは0.32％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場はほぼ横ばいとなりました。
オバマケア代替法案が撤回されたことで米国の経済
政策の先行きに対する不透明感が広がり、米金利が
低下したこと等から週初には一時110円台まで円高
が進みました。しかしその後は、米株式が比較的堅
調に推移したことや、３月ユーロ圏消費者物価（前
年同月比）の伸びが鈍化し米ドルが対ユーロで買わ
れたこと等が材料となり円は111円に下落しました。
週末にかけては111円台半ばを挟んだ動きとなりま
した。（週末引け値：111円35銭～45銭）

 週間では米ドル/円は0.04％の円安、ユーロ/円は
1.29％の円高となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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